専門実験：作物生態・形態学（栽培学研究室担当）

１２月５日

作業の流れ

１：１０－１：３０　説明

１：３０－２：００　発芽実験の種まき（他の作業より先にこれを済ませること）

２：００－４：００　気孔の環境応答実験

　　　　　　　　　　合間に、先週の根の測定の残りを済ませ、レポートを作成する。

　　　　　　　　　　気孔の環境応答もレポートをまとめる。

Ｉ．発芽・発根と初期生育の環境応答


ろ紙を適当なサイズに切ってカップの底に敷き、

吸水したトウモロコシ種子を5-6粒入れてから、

ピペットで所定量の水を入れてフタをする。

フタにマジックで水の量を書き、ビニールテープでとめる。

１カップ当たりの水の量＝ 0.5ml、1.5ml、5ml、15ml の４種類。各班２カップずつ作る。

木曜日に、芽と根の長さを測り、スケッチする。
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テープ
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